
３
・
１
３
重
税
反
対
全
国
統
一

行
動
に
呼
応
し
て
、
１
１
日
、
宇

都
宮
で
も
集
会
、
デ
モ
行
進
、
集

団
申
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
、
９
時
か
ら
の
集
会
で
は
、

井
上
隆
央
宇
都
宮
民
商
会
長
が
あ

い
さ
つ
。

「
中
小
業
者
か
ら
税
金
を
搾
り

取
る
一
方
で
、
大
企
業
の
法
人
税

を
下
げ
続
け
る
安
倍
内
閣
の
や
り

方
に
怒
り
心
頭
だ
。
さ
ら
な
る
重

税
反
対
の
運
動
に
立

ち
上
が
ろ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

こ
の
集
会
に
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
日
本
共
産
党
の
小
池
一
徳
参

院
栃
木
選
挙
区
予
定
候
補
は
「
野

党
共
闘
へ
の
努
力
を
貫
き
、
消
費

税
増
税
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
き

た
政
党
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
頑
張
り
た
い
」
と
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
つ
ね
お
共
産
党
宇

都
宮
市
議
員
団
長
は
、
三
月
予
算

議
会
に
も
触
れ
、
「
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
、
消
費

税
や
所
得
税
は
、
ま
さ
に
血

の
出
る
よ
う
な
税
金
で
す
。

そ
れ
が
市
民
合
意
な
く
大
暴

走
し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
で

は
、
国
か
ら
２
０
０
億
円
以

上
が
補
助
金
と
し
て
市
に
入
っ

て
く
る
。
増
税
に
反
対
す
る

と
と
も
に
、
税
金
の
ム
ダ
遣

い
は
ビ
タ
一
文
許
さ
れ
な
い

と
い
う
き
び
し
い
監
視
と
行

動
を
強
め
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

集
会
は
、
こ
の
後
宇
都
宮

実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い

る
各
団
体
よ
り
の
あ
い
さ
つ
、

決
議
案
が
採
択
さ
れ
、
寒
風

の
下
、
税
務
署
ま
で
の
デ
モ

行
進
が
意
気
高
く
行
わ
れ
ま

し
た
。

党
派
超
え

地
権
者
ら
と
と
も
に

国
土
交
通
省
に
要
請

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て
、
計
画

ル
ー
ト
沿
線
の
地
権
者
、
市
民
ら

が
、
住
民
合
意
が
な
い
ま
ま
、
安

全
対
策
も
不
十
分
だ
と
し
て
、
市

の
事
業
申
請
を
認
可
し
な
い
よ
う

３
月
１
０
日
、
国
土
交
通
省
に
要

請
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
担
当
者
は
「
住

民
合
意
が
な
い
の
は
問
題
。
安
全

性
確
保
の
た
め
に
必
要
な
ら
ば
現

地
調
査
も
し
て
精
査
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

市
が
今
年
一
月
に
国
交
省
に
事

業
申
請
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
で

は
、
将
来
、
特
例
的
に
法
定
最
高

速
度
の
時
速
四
〇
キ
ロ
を
超
え
る

五
〇
キ
ロ(

専
用
走
行
区
間
で
は

七
〇
キ
ロ)

で
の
走
行
を
予
定
。

ま
た
国
交
省
の
省
令
が
踏
切
の
新

設
を
禁
止
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
路
面
電
車
な
ら
ば
交
差

点
扱
い
だ
」
と
し
て
、
辰
街
道
と

の
平
面
交
差
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
平
石
中
央
小
学
童
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
危
険
か
ら
守
る
会
」
の
菊
地
倫

史
さ
ん
は
、
「
小
学
校
の
敷
地
を

削
っ
て
走
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
車
が
一
日

２
万
台
通
行
す
る
道
路
が
平
面
交

差
し
、
す
ぐ
そ
ば
を
学
童
が
通
る
。

安
全
二
の
次
で
は
な
く
、
専
用
軌

道
と
し
て
扱
い
、
立
体
交
差
化
を

図
る
べ
き
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

要
請
に
は
、
日
本
共
産
党
の
塩

川
鉄
也
、
本
村
伸
子
両
衆
議
院
議

員
、
民
主
党
の
福
田
昭
夫
衆
議
院

議
員
、
田
代
郁
参
議
院
議
員
が
同

席
し
ま
し
た
。

塩
川
氏
は
、
先
日
の
国
会
予
算

委
員
会
で
の
質
問
で
、
「
事
実
上
、

新
設
の
専
用
軌
道
で
あ
る
な
ら
ば
、

平
面
交
差
は
あ
り
え
な
い
」
と
指

摘
。
と
こ
ろ
が
、
宇
都
宮
市
は
実

体
の
な
い
道
路
を
市
道
と
し
て

「
認
定
」
、
そ
こ
に
軌
道
を
敷
く

と
い
う
手
順
で
あ
れ
ば
、
た
と
え

専
用
走
行
区
間
で
あ
っ
て
も
、
路

面
電
車
と
し
て
平
面
交
差
は
認
め

ら
れ
る
と
強
弁
し
て
い
ま
す
。

塩
川
氏
は
、
「
安
全
が
担
保
さ

れ
な
い
ま
ま
、
計
画
を
認
定
す
べ

き
で
は
な
い
。
安
全
対
策
の
後
退

は
許
さ
れ
な
い
」
と
指
摘
。
福
田

昭
夫
氏
は
、
「(

認
可
申
請
は
計

画
に
あ
る
四
〇
キ
ロ
で
も)

五
〇

キ
ロ
、
七
〇
キ
ロ
で
の
走
行
を
前

提
に
審
査
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

こ
の
要
請
に
は
、
共
産
党
か
ら

は
野
村
せ
つ
子
県
議
、
荒
川
つ
ね

お
・
福
田
く
み
子
両
市
議
、
民
主

党
か
ら
斉
藤
孝
明
県
議
、
市
民
連

合
か
ら
は
、
今
井
恭
男
・
中
塚
英

範
両
市
議
、
社
民
党
の
宇
賀
神
文

雄
市
議
、
統
一
会
派
の
久
保
井
永

三
市
議
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。
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国土交通省にレクチャーを受ける地権者、市民と共産、民主の国会議員と地方議員

３
・
１
３
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
宇
都
宮
集
会

税務署までデモ行進する参加者

消
費
税
１
０
％
増
税
や
め
ろ

安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
よ
う

辰
街
道
と
の
平
面
交
差
で
は

学
童
の
安
全
守
れ
な
い

安
全
対
策
の
後
退
は

許
さ
れ
な
い



荒
川
議
員
は
、
「
工
場
立
地
法
に
規
定
す
る

緑
地
率
の
規
制
緩
和
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
快

適
な
住
環
境
の
創
出
に
逆
行
す
る
も
の
と
厳
し

く
告
発
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
か

現
在
の
工
場
立
地
法
は
、
工
場
立
地
が
環
境

の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
敷
地
面
積
の
９
千
㎡
以
上
、
ま

た
は
工
場
の
建
築
面
積
３
千
㎡
以
上
の
特
定
業

種
の
工
場
に
つ
い
て
、
緑
地
面
積
率
を
敷
地
面

積
の
２
０
％
以
上
、
環
境
施
設
２
５
％
以
上
と

定
め
て
い
ま
す
。

今
議
会
に
提
出
の
条
例
で
、
こ
の
面
積
制
限

を
工
業
専
用
・
工
業
地
域
で
は
、
条
例
で
で
き

る
下
限
基
準
値
ま
で
の
５
％
、
環
境
施
設
１
０

％
ま
で
の
大
緩
和
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
、

工
場
緑
地
が
３
分
の
１
に
減
少

こ
の
緑
地
率
緩
和
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

今
回
の
条
例
に
該
当
す
る
工
場
の
大
部
分
を

占
め
る
清
原
・
宇
都
宮
工
業
団
地
に
つ
い
て

試
算
し
て
み
ま
し
た
。
（
左
）

市
の
答
弁
は

環
境
規
制
法
体
系
の
整
備
や
公
害
防
止
の
進

歩
で
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
環
境
負
荷
が
法
制

定
時
と
比
較
し
て
、
著
し
く
低
減
し
た
こ
と
を

理
由
に
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
の
経

済
活
動
の
活
性
化
へ
の
効
果
、
実
際
に
緑
地
を

引
き
下
げ
る
際
に
は
、
外
周
部
に
植
樹
な
ど
で

視
覚
的
な
緑
量
の
確
保
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

荒
川
議
員
は
、
二
つ
の
工
業
団
地
は
、
緑
量
豊

か
な
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
宇
都
宮
の
都

市
の
品
格
に
繋
が
っ
て
い
た
。
こ
の
破
壊
を
想

像
す
る
力
が
な
い
の
か
！
と
質
し
ま
し
た
。

同
時
に
栃
木
県
も
工
場
の
排
ガ
ス
・
排
水
に

関
す
る
自
主
測
定
報
告
廃
止
な
ど
規
制
緩
和
を

進
め
る
と
し
て
お
り
、
県
・
市
一
体
の
こ
の
動

き
は
市
民
の
住
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

定
例
３
月
議
会
が
２
月
２
４
日
開
会
、
３
月
２
・

３
・
４
・
７
日
と
代
表
質
問
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
議
会
日
本
共
産
党
は
、
荒
川
つ
ね
お
議
員
が
代

表
質
問
に
登
壇
し
、
５
項
目
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま

し
た
。今

号
で
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
要
旨
）

下
水
道
基
本
料
金
の
改
定
を

荒
川
つ
ね
お
議
員

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
１
９
年
度
に
口
径

１
３
㍉
か
ら
２
５
㍉
の
小
口
径
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
基
本
料
金
の
対
象
水
量
を
２
０
㎥
か
ら
１

０
㎥
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
下
水
道
料
金
は
、
平
成
８
年
の
見
直
し

以
来
、
基
本
料
金
対
象
水
量
は
、
２
０
㎥
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
（
下
水
道
料
金
に
直
結
す
る
）
水
道
口

径
１
３
㍉
・
２
０
㍉
・
２
５
㍉
を
合
わ
せ
た
水
道
利

用
者
の
内
、
０
〜
５
㎥
及
び
６
㎥
〜
１
０
㎥
の
使
用

者
の
件
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
件
と
な
る
の
か
。

基
本
水
量
の
半
分
以
下
が

３
万
１
２
０
０
件
に
も

上
下
水
道
事
業
管
理
者

平
成
２
８
年
１
月
時
点
で
の
口
径
１
３
㍉
か
ら
２

５
㍉
に
お
け
る
使
用
水
量
５
㎥
以
下
の
使
用
者
件
数

は
、
約
１
万
３
６
０
０
件
、
６
㎥
か
ら
１
０
㎥
の
使

用
者
件
数
は
１
万
７
６
０
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

基
本
料
金
対
象
水
量
と
か
け
離
れ
、
水
道
基
本
料

金
と
も
整
合
性
を
欠
い
た
下
水
道
基
本
料
金
の
改
定

は
待
っ
た
な
し
だ
。
高
齢
者
や
単
身
世
帯
な
ど
に
配

慮
す
べ
き
だ
。

上
下
水
道
事
業
管
理
者

上
下
水
道
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
使
用
料
算
定
の
基
礎

と
な
る
経
費
が
異
な
っ
て
い
る
。
下
水
道
使
用
料
は

平
成
１
９
年
度
時
点
で
国
が
示
し
た
適
正
基
準
で
あ

る
１
㎥
当
た
り
の
単
価
と
ほ
ぼ
同
額
の
１
５
０
円
程

度
で
あ
っ
た
の
で
料
金
を
据
え
置
い
て
き
た
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

下
水
道
基
本
使
用
量
の
半
分
以
下
し
か
使
っ
て
い

な
い
人
が
３
万
１
２
０
０
件
に
も
な
っ
て
い
る
事
態

を
放
置
し
た
ま
ま
で
良
い
の
か
。

上
下
水
道
事
業
管
理
者

上
下
水
道
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
約
６
０
０
億
・
３
４

０
億
と
い
う
企
業
債
残
高
を
か
か
え
、
独
立
採
算
の

原
則
の
も
と
運
営
し
て
い
る
。
下
水
道
基
本
料
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
施
設

更
新
費
用
の
増
大
な
ど
事
業
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
な
が
る
料
金

制
度
の
あ
り
方
の
中
で
調
査
・
研
究
し
て
ゆ
く
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

高
齢
者
や
単
身
者
に
犠
牲
を
強
い
て
い
る
現
在
の

不
公
正
な
基
本
料
金
の
あ
り
方
は
い
か
な
る
理
由
の

下
で
も
許
さ
れ
な
い
。
一
日
も
早
い
下
水
道
基
本
料

金
改
定
を
強
く
求
め
る
。

第886号 宇 都 宮 民 報 2016年3月20日

日本共産党宇都宮市議員団
定例 無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅
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◇日 時 ４月９日（土）
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◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

３
月
議
会
よ
り

大
企
業
奉
仕
の
、
工
場
緑
地
率

大
緩
和
は

「
環
境
都
市
宇
都
宮
」
に
反
す
る
も
の
で
は
！

質問する荒川つねお議員

宇都宮工業団地
（平出）

現在の緑地面積

255,102㎡

理論上減少する面積

184,176㎡

残緑地面積

70,926㎡

清原工業団地

現在の緑地面積

400,840㎡

理論上減少する面積

282,225㎡

残緑地面積

118,615㎡

５

％

に

緩

和

緑

地

面

積

率

５

％

に

緩

和

緑

地

面

積

率


